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2022年 2月 18日 
 

2021年第 4四半期および通年の業績を発表 
 

 第 4四半期の売上高は 120億ドル、通年の売上高は 464億ドル 

 第 4四半期の 1株当たり利益は 1.07 ドル、非 GAAPベースの 1株当たり利益は 1.83 ドル。

通年の 1株当たり利益は 3.12 ドル、非 GAAPベースの 1株当たり利益は 7.51 ドル 

 エリキュース、がん免疫療法、および新製品ポートフォリオの売上高が大幅に成長 

 重要な臨床および薬事マイルストーンの達成により、パイプラインを進展させ、ポートフォリオ

の更新に向けて確固たる基盤を構築 

 150億ドルの自社株買い戻しが承認され、2022年度第 1四半期に最高 50億ドルの加速株式

買い戻し契約を締結する計画を発表 

 2022年度通年の GAAPベースおよびより詳細な非 GAAPベースの財務見通しを提供 

 長期的な財務目標を確認 
 

ブリストル マイヤーズ スクイブ（NYSE：BMY）は本日、2021年度第 4四半期および通年の業績を発

表しました。確固たる販売活動とパイプラインの大幅な進展に牽引され、堅調な製品売上を記録し、

ポートフォリオの更新に向けて前進しました。 
 

ブリストル マイヤーズ スクイブ取締役会会長兼 CEOのジョバンニ・カフォリオ（M.D.）は次のように

述べています。「2021年度に達成した業績を誇らしく思います。さまざまな治療領域にわたり、多く

の患者さんに手を差し伸べ、売上高は 9%増、非 GAAPの EPSは 17%増となりました。2021年度

は、重要な薬事および臨床マイルストーンを達成し、ポートフォリオの順調な更新に向けて態勢を整

えるなど、当社にとって極めて重要な 1年間となりました。3件のファーストインクラス製品

（relatlimabとニボルマブの固定用量配合剤、mavacamten、deucravacitinib）の発売予定を含

め、2022年の主なマイルストーンに取り組む能力を確信しています。私たちは、財務健全性、熱心

な社員、実証された実行能力を活かして、引き続きパイプラインを前進させ、将来のイノベーション

の源に投資し、持続的な成長を目指して取り組んでいきます。」 
  

 第 4四半期 

単位：100万ドル（EPSを除く）           

 2021  2020  前年同期比 

総売上高  $11,985  $11,068  8% 

EPS：1株当たり利益（損失）（GAAPベース）  1.07  (4.45)  * 

EPS：1株当たり利益（損失）（非 GAAPベース）  1.83  1.46  25% 

  

 通年 

単位：100万ドル（EPSを除く）           

 2021  2020  前年同期比 

総売上高  $46,385  $42,518  9% 

EPS：1株当たり利益（損失）（GAAPベース）  3.12  (3.99)  * 

EPS：1株当たり利益（損失）（非 GAAPベース）  7.51  6.44  17% 

 
* +100%以上。 

 

本資料は米国時間 2月 4日に米国で配信されたプレスリリ

ースの翻訳版です。本資料に記載されている医薬品情報

（本邦未承認情報を含む）は、ブリストル マイヤーズ スクイ

ブに関連する最新情報をステークホルダーの皆様にお知ら

せするものであり、医薬品のプロモーションや宣伝広告を目

的とするものではありません。 

http://www.bms.com/
https://www.bms.com/about-us/leadership/leadership-team.html
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第 4四半期の業績 
 

別途記載がない限り、すべての比較は 2020年同期比。 
 

 ブリストル マイヤーズ スクイブの 2021年度第 4四半期の売上高は、エリキュース、がん免疫

療法、新製品ポートフォリオに牽引され、8%増の 120億ドルとなりました。 

 米国における第 4四半期の売上高は、前年同期比 11%増の 75億ドルとなりました。米国外の

第 4四半期の売上高は、同 4%増の 45億ドルとなりました。為替変動の影響調整後は同 7%増

となりました。 

 第 4四半期の売上総利益は、前年同期の販売製品権に関連した減損費と、在庫購入価格に

対する会計上の調整の若干の巻き戻しのために、73.7%から 80.3%に増加しました。第 4四半

期の非 GAAPベースの売上総利益は、為替変動とロイヤリティの減少を受けて、79.8%から

80.3%に増加しました。 

 第 4四半期のマーケティング、販売、一般管理費は、主に、前年度におけるマイオカーディア

社の未確定株式報奨制度の現金決済と 2020年の事業を支える投資の拡大および加速が新

製品発売を支える投資によって部分的に相殺され、13%減の 24億ドルとなりました。第 4四半

期の非 GAAPベースのマーケティング、販売、一般管理費は、主に、2020年の事業を支える

投資の拡大および加速が新製品発売を支える投資によって部分的に相殺され、5%減となりま

した。 

 第 4四半期の研究開発費は、前年同期比 30%減の 26億ドルとなりました。前年同期のデータ

には、Dragonfly社に関連したライセンスおよび取得費用、仕掛研究開発費（IPRD）の減損、マ

イオカーディア社の未確定株式報奨制度の現金決済が含まれています。第 4四半期の非

GAAPベースの研究開発費は、主にポートフォリオ全体に関連してコストが拡大したことを受け

て、前年同期比 3%増の 26億ドルとなりました。 

 第 4四半期に取得した無形固定資産の償却費は、主に販売製品権の独占期間が延長された

ことにより、4%減の 24億ドルとなりました。 

 第 4四半期の実効税率の優遇は、27.7%でした。第 4四半期の法人税の優遇は、19億ドルの

税引前利益にもかかわらず、特定の無形固定資産の内部振替 10億ドルの影響を受けて、約

5億 1,000万ドルとなりました。第 4四半期の非 GAAPベースの実効税率は、主に利益構成

比のため、0.5%減の 15.0%でした。 

 第 4四半期のブリストル マイヤーズ スクイブに帰属する純利益は、前年同期の 100億ドルの

純損失（1株当たり 4.45 ドル）に対し、24億ドル（同 1.07 ドル）の純利益でした。上記の項目に

加え、前年同期の結果には、マイオカーディア社の資産取得に関連したインプロセス研究開発

（IPR&D）費の 114億ドル、両四半期における株式投資の公正価値と不確定価額受領権

（CVR）の調整が含まれています。 

 第 4四半期のブリストル マイヤーズ スクイブに帰属する非 GAAPベースの純利益は 41億ド

ル（1株当たり 1.83 ドル）でした（前年同期は 33億ドルの純利益（同 1.46 ドル））。 
 

非 GAAP財務指標についての説明は、「非 GAAP財務情報の使用」セクションに記載しています。 
 

第 4四半期の製品売上高ハイライト 
 

単位：100万ドル 

製品 2021年 12月 31日 

終了四半期 

2020年 12月 31日 

終了四半期 

2020年 12月 31日 

終了四半期比（%） 

レブラミド*** $3,328 $3,280 1% 

エリキュース 

$2,671 $2,269 18% 

オプジーボ 

$1,988 $1,793 11% 

ポマリスト/Imnovid $854 $835 2% 

オレンシア 

$864 $867 0% 

http://www.revlimid.com/
http://www.eliquis.com/
https://www.opdivo.com/
http://www.pomalyst.com/
http://www.orencia.com/
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スプリセル 

$555 $564 (2)% 

ヤーボイ 

$545 $471 16% 

アブラキサン*** $305 $297 3% 

Reblozyl** $151 $115 31% 

エムプリシティ 

$81 $91 (11)% 

アベクマ** $69 該当なし 該当なし 

Zeposia** $48 $9 * 

ブレヤンジ** $40 該当なし 該当なし 

Inrebic** $20 $15 33% 

Onureg** $25 $14 79% 

 
* +100%以上。 

** 新製品ポートフォリオの一部として算入 

*** 主な特許権満了（LOE）ブランドの一部として算入 

 

通年の製品売上高ハイライト 
 

単位：100万ドル 

製品 2021年 12月 31日 

終了 12カ月 

2020年 12月 31日 

終了 12カ月 

2020年 12月 31日 

終了 12カ月比（%） 

レブラミド*** $12,821 $12,106 6% 

エリキュース $10,762 $9,168 17% 

オプジーボ $7,523 $6,992 8% 

ポマリスト/Imnovid $3,332 $3,070 9% 

オレンシア $3,306 $3,157 5% 

スプリセル $2,117 $2,140 (1)% 

ヤーボイ $2,026 $1,682 20% 

アブラキサン*** $1,181 $1,247 (5)% 

Reblozyl** $551 $274 * 

エムプリシティ $334 $381 (12)% 

アベクマ** $164 該当なし 該当なし 
Zeposia** $134 $12 * 

ブレヤンジ** $87 該当なし 該当なし 
Inrebic** $74 $55 35% 

Onureg** $73 $17 * 

 
* +100%以上。 

** 新製品ポートフォリオの一部として算入 

*** 主な特許権満了（LOE）ブランドの一部として算入 

 

第 4四半期の製品とパイプライン最新情報 
 

心血管疾患領域 
 
mavacamten 
 

学術会議 

 11月、当社は、米国食品医薬品局（FDA）が症候性の閉塞性肥大型心筋症（oHCM）患者の治

療薬の mavacamtenの新薬承認申請（NDA）の審査期間を 2022年 4月 28日まで延期したこ

とを発表しました。この延長により、提案したリスク評価・緩和戦略（REMS）の更新に関する情

http://www.sprycel.com/
http://www.yervoy.com/
http://www.abraxane.com/
https://www.reblozyl.com/
http://www.empliciti.com/
https://www.abecma.com/
https://www.zeposia.com/
https://www.breyanzi.com/
https://www.inrebic.com/
https://www.onureg.com/
http://www.revlimid.com/
http://www.eliquis.com/
https://www.opdivo.com/
http://www.pomalyst.com/
http://www.orencia.com/
http://www.sprycel.com/
http://www.yervoy.com/
http://www.abraxane.com/
https://www.reblozyl.com/
http://www.empliciti.com/
https://www.abecma.com/
https://www.zeposia.com/
https://www.breyanzi.com/
https://www.inrebic.com/
https://www.onureg.com/
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報を審査する十分な時間が確保されます。REMSプログラムは、mavacamtenの最初の申請

に組み込まれていました。追加のデータや試験は要求されていません。（リンク） 

 

心血管疾患ポートフォリオ 

 

学術会議 

 11月、当社は、米国心臓病学会（AHA）年次総会にて、心血管疾患ポートフォリオ全体にわた

り、以下を含む新しいデータを発表しました。（リンク） 

 第 II相 AXIOMATIC-TKR試験から、milvexianが膝関節全置換術を受ける患者におい

て、エノキサパリンと比較して、出血リスクを高めることなく、術後の静脈血栓塞栓症

（VTE）のリスクを用量依存的に低減することが明らかになりました。この試験は、ブリスト

ル マイヤーズ スクイブとヤンセンファーマによって共同で実施されました。（リンク） 
 

がん領域 
 

オプジーボ 
 

臨床関連 

 11月、当社は、第 III相 CheckMate -816試験において、切除可能なステージ Ibから IIIaの

非小細胞肺がん（NSCLC）患者に対して、主要評価項目である無イベント生存期間（EFS）の改

善を達成したことを発表しました。予め計画された中間解析で、オプジーボ®（一般名：ニボル

マブ）と化学療法の併用療法は、化学療法単独と比較して、手術前に投与された場合、統計

学的に有意かつ臨床的に意義のある EFSの改善を示しました。この併用療法は、以前に、本

試験のもう 1つの主要評価項目である病理学的完全奏効（pCR）でも有意な改善を示しまし

た。（リンク） 
 

血液疾患領域 
 

ブレヤンジ 
 

薬事関連 

 1月、当社は、欧州医薬品庁（EMA）の医薬品委員会（CHMP）が、2種類以上の治療歴を有す

る再発または難治性（R/R）のびまん性大細胞型 B細胞リンパ腫（LBCL）、原発性縦隔大細胞

型 B細胞リンパ腫、およびグレード 3B濾胞性リンパ腫の成人患者の治療薬として、ブレヤン

ジ®（一般名：lisocabtagene maraleucel：liso-cel）の承認を勧告したことを発表しました。この

勧告は、TRANSCEND NHL 001試験の結果、および TRANSCEND WORLD試験のデータに基

づいています。（リンク） 
 
Reblozyl 
 

薬事関連 

 12月、当社は、Reblozyl®（一般名：luspatercept-aamt）の 2件の薬事承認申請が受理され

たことを発表しました。FDAは、非輸血依存性（NTD）ベータサラセミアの成人患者の貧血治療

薬として、Reblozylの生物学的製剤承認一部変更申請（sBLA）を優先審査の対象として受理

しました。FDAは、処方薬ユーザーフィー法（PDUFA）に基づく審査終了の目標期日を 2022年

3月 27日に設定しました。また EMAは、NTDベータサラセミアに関して、Reblozylの一部変

更承認申請を受理しました。これらの申請は、第 II相 BEYOND試験の結果に基づいていま

す。（リンク） 
 

血液疾患ポートフォリオ 
 

https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Bristol-Myers-Squibb-Announces-New-PDUFA-Date-for-Mavacamten/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Bristol-Myers-Squibb-to-Present-Data-Across-Robust-Cardiovascular-Portfolio-at-American-Heart-Association-Scientific-Sessions-2021/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Late-Breaking-Phase-2-Data-for-Investigational-Oral-Factor-XIa-Inhibitor-Milvexian-Suggest-Favorable-Antithrombotic-Profile-Across-a-Wide-Range-of-Doses/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Neoadjuvant-Opdivo-nivolumab-Plus-Chemotherapy-Significantly-Improves-Pathologic-Complete-Response-in-Patients-with-Resectable-Non-Small-Cell-Lung-Cancer-in-Phase-3-CheckMate--816-Trial/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Neoadjuvant-Opdivo-nivolumab-Plus-Chemotherapy-Significantly-Improves-Pathologic-Complete-Response-in-Patients-with-Resectable-Non-Small-Cell-Lung-Cancer-in-Phase-3-CheckMate--816-Trial/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Neoadjuvant-Opdivo-nivolumab-Plus-Chemotherapy-Significantly-Improves-Event-Free-Survival-in-Patients-with-Resectable-Non-Small-Cell-Lung-Cancer-in-Phase-3-CheckMate--816-Trial/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2022/Bristol-Myers-Squibb-Receives-Positive-CHMP-Opinion-for-CAR-T-Cell-Therapy-Breyanzi-lisocabtagenemaraleucel-for-Relapsed-or-Refractory-DLBCL-PMBCL-and-FL3B/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/U.S.-Food-and-Drug-Administration-Accepts-for-Priority-Review-supplemental-Biologics-License-Application-for-Reblozyl-luspatercept-aamt-in-Adults-with-Non-Transfusion-Dependent-NTD-Beta-Thalassemia/default.aspx
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学術会議 

 12月、当社は、米国血液学会（ASH）年次総会で発表されたように、血液疾患ポートフォリオ

について新しいデータおよび解析を発表しました。（リンク）発表には、以下の結果が含まれま

す。 

o 第 III相 TRANSFORM試験：ブレヤンジが再発または難治性（R/R）大細胞型 B細胞リン

パ腫（LBCL）の成人患者のセカンドライン治療薬として、化学療法と自家造血幹細胞移植

（ASCT）の併用療法と比較して EFSを有意に改善しました。（リンク） 
 

免疫疾患領域 
 

オレンシア 
 

薬事関連 

 12月、当社は、適合または 1アリル不適合の非血縁ドナーから造血幹細胞移植を受けた 2

歳以上の患者における急性移植片対宿主病の抑制用として、オレンシア®（一般名：アバタセプ

ト）がカルシニューリン阻害薬とメトトレキサートとの併用で、FDAから承認されたことを発表し

ました。この承認は、第 II相 GVHD-1試験（別称 ABA2試験）および非介入（観察的）GVHD-2

試験の結果に基づいています。（リンク） 
 
Zeposia 
 

薬事関連 

 11月、当社は、欧州委員会（EC）が、従来の治療薬または生物学的製剤に対して効果不十分

であるか、奏功しなくなったか、または不耐容となった中等症から重症までの活動性潰瘍性大

腸炎（UC）の成人患者の治療薬として、Zeposia®（一般名：ozanimod）を承認したことを発表し

ました。この ECの決定は、第 III相 True North試験の結果に基づいています。（リンク） 
 
deucravacitinib 
 

薬事関連 

 11月、当社は、deucravacitinibの 3件の薬事承認申請が受理されたことを発表しました。

deucravacitinibについて、FDAは中等症から重症までの尋常性乾癬の成人患者の治療薬と

して新薬承認申請（NDA）を受理し、EMAは販売承認申請を受理しました。FDAは、PDUFAに

基づく審査終了の目標期日を 2022年 9月 10日に設定しました。日本の厚生労働省も、中等

症から重症までの尋常性乾癬、膿疱性乾癬、乾癬性紅皮症の成人患者の治療薬として、

deucravacitinibの新薬承認申請を受理しました。この適応は、第 III相 POETYK PSO-1試験

および POETYK PSO-2試験に基づいています。（リンク） 
 

環境、社会、ガバナンス（ESG） 
 

12月、当社は、独自の活動と他のステークホルダーとの協力を通じて、世界のヘルスケアと健康

の公平性へのアクセス向上を目指すブリストル マイヤーズ スクイブの取り組みと進展を詳細に説

明する2021年グローバルアクセス報告書を発行しました。（リンク） 
 

事業開発 
 

 1月、当社と Century Therapeutics社（NASDAQ：IPSC）は、血液悪性腫瘍と固形腫瘍に関し

て、最大 4つの人工多能性幹細胞由来の人工ナチュラルキラー細胞および/または T細胞プ

ログラムを開発および商品化する共同研究・ライセンス契約を発表しました。（リンク） 

 12月、当社と Immatics N.V.（NASDAQ：IMTX、以下「Immatics社」）は、Immatics社の TCR

二重特異性抗体候補 IMA401について、ライセンス・開発・商品化契約を締結したことを発表し

ました。（リンク） 

https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Bristol-Myers-Squibb-to-Highlight-More-than-80-Abstracts-at-ASH-2021-Demonstrating-Strength-of-Innovative-Therapeutic-Platforms-Improving-Outcomes-for-a-Broad-Range-of-Hematologic-Diseases/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Bristol-Myers-Squibbs-Breyanzi-lisocabtagene-maraleucel-Significantly-Improves-Outcomes-Showing-Superiority-Over-20-Year-Standard-of-Care-in-Second-Line-Relapsed-or-Refractory-Large-B-cell-Lymphoma-Based-on-TRANSFORM-Study-Results/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/U.S.-Food-and-Drug-Administration-Approves-Orencia-abatacept-in-Combination-with-a-Calcineurin-Inhibitor-and-Methotrexate-for-the-Prevention-of-Acute-Graft-Versus-Host-Disease-aGvHD/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Bristol-Myers-Squibb-Receives-European-Commission-Approval-of-Zeposia-ozanimod-for-use-in-Adults-with-Moderately-to-Severely-Active-Ulcerative-Colitis/default.aspx
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Bristol-Myers-Squibbs-Applications-for-Deucravacitinib-for-the-Treatment-of-Moderate-to-Severe-Plaque-Psoriasis-Accepted-by-U.S.-Food-and-Drug-Administration-and-Validated-by-European-Medicines-Agency/default.aspx
https://www.bms.com/assets/bms/us/en-us/pdf/global-access-report.pdf
https://www.centurytx.com/
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2022/Century-Therapeutics-and-Bristol-Myers-Squibb-Enter-into-a-Strategic-Collaboration-to-Develop-iPSC-derived-Allogeneic-Cell-Therapies/default.aspx
https://cts.businesswire.com/ct/CT?id=smartlink&amp;url=https%3A%2F%2Fimmatics.com%2F&amp;esheet=52549828&amp;newsitemid=20211214005182&amp;lan=en-US&amp;anchor=Immatics%2BN.V.&amp;index=1&amp;md5=b67c899af4386bd14b00329fe2741f1b
https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Immatics-and-Bristol-Myers-Squibb-Enter-Into-Global-Exclusive-License-for-Immatics-TCR-Bispecific-Program-IMA401/default.aspx
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資本配分 
 

当社は引き続き、一貫性のあるバランスの取れた資本配分アプローチを継続し、債務を削減しつ

つ、事業開発を通じて成長への投資を優先し、増配と株式買い戻しに取り組みます。 
 

 12月、当社は、取締役会が四半期配当の増加を承認し、新たに複数年にわたる 150億ドル

の株式買い戻しプログラムを許可したことを発表しました。（リンク）このプログラムの一環とし

て、1月、当社は、2022年度第 1四半期に最高 50億ドルのブリストル マイヤーズ スクイブの

普通株式を買い戻す加速株式買い戻し契約を締結する計画を発表しました。（リンク） 
 

財務見通し 
 

ブリストル・マイヤーズ スクイブ社は、2022年度の GAAPベースの EPS見通しを 3.37 ドル～3.67

ドルと設定し、非 GAAPベースの EPS見通しを 7.65 ドル～7.95 ドルと再確認します。GAAPベース

の見通しと非 GAAPベースの見通しのどちらも、現在の為替レートを前提としています。2022年度

の GAAPおよび非 GAAP勘定項目の見通しの主な前提条件は、以下の通りです。 
 

 全世界売上高を 1桁台前半の増加に相当する約 470億ドルと想定 

o 主な特許権満了（LOE）ブランド（レブラミドおよびアブラキサン®（パクリタキセルタンパク

質結合粒子の注射用懸濁液）（アルブミン結合））の売上高を 105億ドル程度と想定。レ

ブラミドの売上高を 95億ドル～100億ドルと想定 

o 2022年度に、継続事業（インライン製品と新製品ポートフォリオ）が 2桁台前半で増加

し、365億ドル程度に達すると想定 

 売上総利益が GAAPベースおよび非 GAAPベースの両方で約 78% 

 マーケティング、販売、一般管理費と研究開発費から構成される営業費用が GAAPベースで約

10%の減少、非 GAAPベースで前年度並み 

 実効税率が GAAPベースで 24%程度、非 GAAPベースで 16.5%程度 
 

2022年の財務見通しには、潜在的な将来の戦略的買収や売却、あるいは特定および算定されて

いない項目の影響は含まれていません。2022年の非 GAAPベースの EPS見通しについては、「非

GAAPに基づく財務情報の使用」で説明しています。この財務見通しは、本プレスリリースに記載さ

れている全ての将来予測等に関する記述に当てはまるリスクと不確実性の影響を受けます。 
 

長期的な財務目標を確認 
 

また、ブリストル マイヤーズ スクイブは、以下の想定に基づき、以前に発表した2020年から2025

年までの長期的な目標を確認します。 
 

 継続事業について、CERベースで 1桁台前半から半ばの売上 CAGR、2桁台前半の売上
CAGR 

 40%台前半から半ばの非 GAAPベースの営業利益率 

 2022年から 2024年までに 450から 500億ドルのフリーキャッシュフロー生成 
 

この財務見通しには、潜在的な将来の戦略的買収や売却、あるいは「非GAAPに基づく財務情報

の使用」で説明する特定項目の影響は含まれていません。現時点では、この非GAAPのEPS財務

見通しに関し、信頼性のある、または合理的に評価・比較可能なGAAP指標が存在しません。この

財務見通しは、本プレスリリースに記載されている全ての将来予測等に関する記述に当てはまる

リスクと不確実性の影響を受けます。 
 

ブリストル マイヤーズ スクイブについて 
 

https://news.bms.com/news/corporate-financial/2021/Bristol-Myers-Squibb-Announces-Dividend-Increase-and-Additional-15-Billion-Share-Repurchase-Authorization/default.aspx
https://news.bms.com/news/details/2022/Bristol-Myers-Squibb-to-Highlight-Long-Term-Growth-Strategy-at-J.P.-Morgans-40th-Annual-Healthcare-Conference/default.aspx
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ブリストル マイヤーズ スクイブは、深刻な病気を抱える患者さんを助けるための革新的な医薬品を

開発し、提供することを使命とするグローバルなバイオファーマ製薬企業です。詳細は、BMS.com、

LinkedIn、Twitter、YouTube、Facebookおよび Instagramをご覧ください。 
 
 

非 GAAP（一般会計原則）に基づく財務情報の使用 
 

当社は、財務結果と見通しについて説明する際に、米国の一般会計原則（GAAP）に従わない財務指標を参照します。非

GAAPの財務指標は、経営陣が調整後項目や為替変動の影響を含む財務結果と含まない財務結果の両方を評価したた

め、本プレスリリースで提供する GAAPに従って算出した財務指標の補足情報として提供するものであり、また、ここで提

示する非 GAAPの財務指標は、基準となる業績を示し、経営陣、アナリスト、投資家による基本的な財務業績と傾向の総

合的な理解を補足、促進し、現在、過去、未来の比較を容易にするものと考えています。また本情報は、当社が、自社の

業績の評価、リソースの配分、インセンティブ報酬目標の設定、今後の期間のプランニングと予測を行うための根拠として

用いる主要指標に属しています。また、非 GAAPの売上総利益（売上高に占める割合として特定項目を除いた売上総利

益）、非 GAAPの営業利益率（売上高に占める割合として特定項目を除いた営業利益）、非 GAAPのフリーキャッシュフロ

ー（非 GAAPの純利益に、営業活動から生じた現金および資本支出に対して支払われた現金に関連した調整を加えたも

の）、非 GAAPのマーケティング、販売、一般管理費（特定項目を除いたマーケティング、販売、一般管理費）、および非

GAAPの研究開発費（特定項目を除いた研究開発費）は、投資家にとって関連性が高いため有用です。なぜならこれらの

データでは、投資家が、当社経営陣が用いたのと同じ方法で業績を捉えることができ、投資家、アナリスト、同業者が当社

の業績を業界他社や前年の結果と比較しやすくなるからです。 

 

本業績リリースおよび添付の表では、特定の売上高と費用、および為替変動の影響を除外した非 GAAPの指標も示して

います。前期の平均為替レートを用いて当期の現地通貨による財務結果を換算し、調整した金額を当期の結果と比較す

ることで、変動の影響を含めています。 
 

非 GAAPの利益や関連する 1株当たり利益情報などの非 GAAPの財務指標は、量と質の両面を検討した後で一定のコ

スト、経費、損益、その他個別に評価された特定項目を除外するために調整され、一般的な特徴として、変動が大きい、

予測が難しい、特殊な性質を持つ、特定期間の結果に重要である、または過去や将来的な業績を示さない、といった要素

を 1つ以上備えています。これらの項目は、非 GAAPの利益および関連する 1株当たり利益情報から除外されます。な

ぜなら当社は、これらの項目が当社の通常の事業活動に関連しておらず、基本的な業績を反映していないと考えるから

です。現在の売上高の大部分を生み出し、無形固定資産が十分に償却されるまで繰り返される製品の権利を含む取得し

た無形固定資産の償却、在庫の購入価格の調整の巻き戻し、買収・統合費用、再編成費用、有形・無形固定資産の加速

償却および減損、第三者の知的財産権の買収またはライセンス契約に関連する研究開発費または前払い金や条件付き

マイルストーンペイメントによるその他の収入、売却損益、セルジーン社の加速権利確定条件による株式報酬、セルジー

ン社の買収に関連したリテンション関連の従業員補償金、年金、法律またはその他契約に基づく和解費用、株式投資不

確定価額受領権の公正価値の調整（2021年に開始された投資事業有限責任組合方式の投資に帰属する公正価値の調

整を含む）、2019年の株式交換においてセルジーン社から取得した負債の公正価値の調整の償却などは、過去に同様

の費用または利益が認識されており、今後また起こると考えられます。セルジーン社買収後の法人構造の合理化による

内部振替、2020年度のオテズラ*の売却完了を受けた米国外軽課税無形資産所得税の変更による影響など、その他の

いくつかの重要な税項目も除外されています。また、これらの項目に起因する繰延および当期法人税も、全体的な税金費

用、控除可能性、管轄区域の税率など、個別の影響を考慮し、調整されています。 

 

非 GAAPの財務指標は、GAAPに従って算出されるものではないため、本情報は、GAAPに従って作成されたプレスリリー

スで提供される関連の財務指標に優先するものと見なしてはならず、また、それらの財務指標と分離して、あるいはこれ

に代わるものとして検討されることを意図したものではありません。また、手法や調整する項目が異なる可能性があるた

め、同様の見出しを付けて他社から発表される方法と同等または比較可能なものでもありません。投資家は、当社の財

務諸表や当局に提出済みの報告書を総合的にレビューし、個別の財務指標のみを信頼しないようにしてください。 
 

非 GAAP財務指標から最も比較可能な GAAP指標への調整は、添付の財務諸表に記載されており、当社 Webサイト

（www.bms.com）からも入手できます。添付の財務諸表内の特定の行および列は、四捨五入しているため、合計しても

100にならない場合があります。割合や 1株当たり利益の金額は、基本的な金額から計算しています。 
 

また、将来を予測した利益（為替レート変動の影響を除く）、フリーキャッシュフロー、および非 GAAPの営業利益率の指標

の調整は、そのような調整に必要な項目を予測、算定することがそもそも困難なため、提供されません。つまり、今後 12

カ月以降の特定項目や為替レート変動の影響を確実に予測することはできません。そのため、この非 GAAP指標から最

も直接的に比較可能な GAAP指標への調整には、どうしても不合理な労力が伴います。さらに、当社は、このような調整

が、投資家の混乱を招く可能性のある一定の精度や確度を意味すると考えています。特定項目の変動は、当社の将来的

な GAAPの結果に重大かつ予測不可能な影響を及ぼす可能性があります。 

 
 

将来予測等に関する記述の注意事項 
 

http://www.bms.com/
https://www.linkedin.com/company/bristol-myers-squibb
http://twitter.com/bmsnews
https://www.youtube.com/channel/UCjFf4oKibYrHae2NZ_GPS6g
http://www.facebook.com/BristolMyersSquibb
https://www.instagram.com/bristolmyerssquibb/
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本業績リリースおよび関連の添付文書（ならびに本リリースおよび添付文書に含まれる情報に関する口頭の説明）は、ブ

リストル マイヤーズ スクイブの現在および今後の財務状況、営業実績、市場における位置づけ、製品開発、株式買い戻

しプログラム、事業戦略に関する目標、計画、予測に関連する記述について、1933年証券法第 27A条（その改正を含む）

および 1934年証券取引法第 21E条（その改正を含む）の趣旨の範疇に含まれる一定の「将来予測」に関する記述を含

んでいます。当該記述は、「推定」、「可能」、「予想」、「期待」、「予測」、「目標」、「可能性」、「指針」、「提案」、「予定」、「計

画」、「見込み」、「意志」および同様の意味および表現の単語または用語を使い、将来の営業または財務業績に関連し表

記しているという事実により識別することができますが、必ずしもすべての将来予測等に関する記述にこれらの用語が含

まれているとは限りません。過去の事実にあたらないすべての記述は、将来予測に関する記述であるか、またはそのよう

に見なされます。これらの記述は、事業開発戦略や資本配分戦略を含む戦略計画を順調に実行する能力、予定されてい

る製品発売および更新、パイプラインに関する期待事項、セルジーン社とマイオカーディア社の買収から得られる見込み

のメリットを実現する能力、新型コロナウイルスが当社の事業および製品の開発・商品化に及ぼし得る最大の影響、薬価

を引き下げる法律および規則、薬剤の使用を管理し、費用を抑制するための民間および政府の保険支払者による市場措

置、特定製品の特許やデータ保護の満了（当社が特定製品の特許権を保持する能力とその影響についての推定を含

む）、および政府による調査の結果に関連する可能性があります。将来予測に関する記述については、今後の臨床試験

が今回のリリースに記載するデータを裏付ける、製品候補が臨床面・製造面の必要な規制当局の承認を受ける、パイプラ

イン製品が商業的に確実に成功する、臨床面・製造面の必要な規制当局の承認を現在予測されている期限内に申請ま

たは取得する、あるいは契約上のマイルストーンが達成されるという保証はできません。 
 

将来予測に関する記述は、今後の財務業績、目標、計画、および目的に関する現在の予想や見積もりに基づくものであ

り、今後数年間にそれらの内容の遅延、転換または変更を来す内的・外的要因を含め、予測することが難しく、当社がコ

ントロールできる範囲を超え、今後の財務業績、目標、計画、目的が記述で明示または黙示された内容と大きく異なる結

果となる可能性がある固有のリスク、仮定、不確実性を伴います。このようなリスクや不確実性には、特に、市場アクセ

ス、医薬品の価格統制、割引による価格圧力の高まり、米国・EU・世界中の地域における税金や重要な法律の変更、そ

の他の制限によって、価格が低下し、払い戻し率が低下し、保険支払者が払い戻す対象が減少すること、340B薬価設定

プログラムに基づく変更、規制当局の承認の取得および維持を含む新製品開発に伴う課題、特許権を取得・保護し、特許

その他の知的財産権を行使する能力、製品の投入および商品化における困難・遅延、新しい疾病治療アプローチ（CAR T

療法など）のリスク、他の製造業者との競合、当社または当社サプライヤーの製造拠点の損壊によって引き起こされる中

断を含む、製品の製造、流通、販売上の問題、遅延、および混乱、人材管理、ポートフォリオの合理化、財務および会計

システム、販売活動および製品流通、価格決定方式および方法、データセキュリティシステム、コンプライアンスプログラ

ム、内部統制プロセスに関連するリスクを含め、当社とセルジーン社の事業と業務の統合が及ぼす影響、特許訴訟にお

いて不利な決定や解決に至り、他の訴訟および/または規制措置の対象となるリスク、米国内外の医療制度改革と法令・

規制措置の影響、低価格のジェネリック製品の市場浸透率の向上、当社のサプライヤー、ベンダー、外部委託パートナ

ー、提携パートナー、その他の第三者による契約・規則・その他の義務の不履行、ラベリング・製造プロセス・その他の問

題に影響を及ぼす規制当局の決定、製品の偽造品や無登録品あるいは窃盗品による競争力への影響、当社の情報シス

テムやネットワークに保存された企業秘密その他の機密データの不正な開示を含む、当社の情報システムや製品に対す

るサイバー攻撃の悪影響、財務・戦略・営業に関わる計画を実施する能力、戦略的買収やライセンス契約などの有益な

取引を特定する能力、数種類の主要製品への依存、今後のロイヤルティの減少、買収・売却・提携などのポートフォリオ

活動を効果的に管理し、そのような取引から期待される利益を実現する能力、主要な人材を獲得・維持する能力、セルジ

ーン社とマイオカーディア社の買収に関連して当社が負った多額の追加債務の影響、国際経済の政情不安・金融不安お

よびソブリン・リスク、金利や為替レートの変動、信用リスクと外国為替リスクの管理、訴訟、請求、審理、および政府の調

査の不利な結果の影響、特定の訴訟に関し、条例によって専属的裁判地が規定されていることが、そのような訴訟に有

利な裁判地を得る株主の能力に及ぼす影響、新規または改定の会計基準の発行、新型コロナウイルスの流行が当社の

事業に及ぼす影響を含め、感染症の大流行に関連するリスクが含まれます。さらに、本リリースに記載された財務見通し

は、特に新型コロナウイルスの持続期間および重大度、より安定した事業環境が回復する時期、患者さんと医師の行動、

購入パターン、臨床試験に関する想定に左右されますが、それらが間違っていると判明する可能性もあります。 
 

本業績リリースの将来予測等に関する記述は、当社の事業と市場に影響を与える多くのリスクと不確定要素、特に当社

の 2020年 12月 31日に終了した事業年度通期報告書（Form 10-K）、その後の四半期報告書（Form 10-Q）および当期

報告書（Form 8-K）による更新、および証券取引委員会に提出したその他の書類に注意事項およびリスク要因として記さ

れているリスクと不確定要素と共に評価されるべきです。本文書に記載された将来予測等に関する記述は、本文書の発

表日時点での予測であり、該当する法律で特段の定めのない限り、当社は、新たな知見、今後の出来事、状況の変化等

によるか否かを問わず、一切の将来予測等に関する記述について、公に更新または修正する義務を負うものではありま

せん。 
 


